
 

メッセージング・サービスにおける 
Oracle TimesTen In-Memory Database 

 
メッセージングがもたらす新しい収益機会と課題 課題 

加入者数の増加、大量のメッセー

ジ・バースト、パーソナライズ機

能、およびプレミアム・コンテン

ツ配信のための高度なサービスを

管理するとともに、ソリューショ

ン全体のコストを削減する必要が

あります。 

課題の解決 
Oracle TimesTen In-Memory 
Databaseのスケーラビリティお

よび即時レスポンス能力により、

費用効果の高い単一のプラット

フォーム上でリアルタイムのメッ

セージングや課金処理を実現でき

ます。 

効果 

メッセージング・アプリケーションは、法人においても個人においても、広く
普及を続けており、現在、もっとも成長の早いデータ・サービス分野となって
います。ショート・メッセージ・サービス（SMS）およびマルチメディア・メッ
セージング・サービス（MMS）は、通信サービス・プロバイダがモバイル・デー
タから得る収入の12%から15%を占めていますが、この数字は今後大きく増加
することが予想されます。 

現在のメッセージング・アプリケーションは、モバイル・インスタント・メッ
セージング（MIM）、セキュア・コーポレート・インスタント・メッセージン
グ（IM）など、比較的単純なものですが、ビデオ・メッセージングのような新
種のアプリケーションは、大きな収入機会としての可能性を秘めています。こ
れら新種のメッセージング・アプリケーションは、ビジネスや趣味に関する最
新の有料コンテンツを加入者に提供します。このようなアプリケーションでは、
大きなニュース報道やサッカーのゴール・シーンのクリッピングなどのイベン
ト発生時には、大量のメッセージが爆発的に発生することが考えられます。 

通信サービス・プロバイダの追加収入を実現するためには、メッセージング・
アプリケーションは、メッセージの急増を効果的かつ信頼できる方法で処理し、
プリペイド、位置情報サービス、およびプレゼンス管理など、そのほかのタイ
ム・クリティカルなアプリケーションとのリアルタイムの連携をサポートする
必要があります。また、よりパーソナライズされたサービスの必要性が増すに
つれて、サード・パーティのコンテンツ・アプリケーションを迅速に統合し、
加入者の要求の変化に対応できるようなインフラストラクチャが必要になっ
てきます。新しいメッセージング・アプリケーションが提供する機会を利用す
るには、従来とは異なるタイプのインフラストラクチャ・ソフトウェアが必要
になります。 

メッセージング・ソリューション

内のOracle TimesTenにより、

メッセージ・スループットの向上、

サード・パーティ・アプリケーショ

ンとの迅速な統合、リアルタイム

の課金処理、およびデータの損失

防止が可能になります。これらす

べての効果を、費用効果の高い

ハードウェア・プラットフォーム

上で実現できます。  何百万ものメッセージによる
メッセージ量の急上昇 

• 5 倍～8 倍のメッセージの処理 
• リアルタイムの対話および通知 
• 管理作業の減少 
• RDBMS およびサード・パーティ・アプ

リケーションとの統合が容易 
• リスト管理によるプライバシ管理および

メッセージ配信 
• リアルタイムの請求およびプリペイドの

更新 

• 加入者プロファイル 
• メッセージ通知 
• 加入者ステータス 
• バディー・リスト 
• コールの詳細な記録 

• 他のアプリケーションからリア

ルタイムでメッセージング・イベ

ントのトリガーが可能 
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 メッセージングにおけるOracle TimesTen In-Memory Database 

 
メッセージング用のリアルタイム・インフラストラクチャ・ソフトウエア Oracle TimesTen In-Memory 

Database 
Oracle TimesTen In-Memory 
Databaseは、メモリに最適化され

たリレーショナル・データベース

であり、キャッシュまたは組込み

のデータベースとしてアプリケー

ション層に展開されます。Oracle 
TimesTen In-Memory Databaseで
は、データ・ストア全体が物理メ

モリに展開され、操作には標準の

SQLインタフェースが使用されま

す。 

Replication - TimesTen to 
TimesTen 
Replication - TimesTen to 
TimesTenは、Oracle TimesTen 
In-Memory Databaseのオプショ

ン製品です。サーバー間のリアル

タイムのデータ・レプリケーショ

ンにより、高い可用性と負荷の分

散を実現します。 

Oracle TimesTenは、メッセージング・サービスなどの、次のような要件を持つ
アプリケーションに対応するためにデザインされています。 
• 即時のレスポンス能力 
• 高いスケーラビリティ 
• 継続的可用性 

通信サービス・プロバイダは、次のようなメッセージング・アプリケーション
の中核となる仕組みOracle TimesTenを活用できます。 
• リアルタイム・メッセージングおよびストア・アンド・フォワード（S&F）
メッセージング 

• アラート、リマインダ、プロモーション、およびプレミアム・コンテンツの
配信 

• 位置情報データおよびプレゼンス・データへの迅速なアクセス 
• リアルタイムのメッセージ課金 
• バックエンドのRDBMSとの容易な統合 

Oracle TimesTenは、メッセージングで使用されるパフォーマンス、および時間
が重視されるあらゆる情報を管理します。 
• SMSおよびIMのコンテンツ 
• メッセージ・ルーティング情報 
• メッセージ待ちの表示およびメッセージの受信確認 
• 加入者プロファイルおよびデバイス・プロファイル 
• リスト管理およびプライバシの設定 
• 請求イベント Cache Connect to Oracle 

Cache Connect to Oracleは、

Oracle TimesTen In-Memory 
Databaseのオプション製品です。

Oracleデータの更新可能なリアル

タイム・キャッシュがアプリケー

ション層に作成されます。バック

エンド・システムのコンピュー

ティング・サイクルの負荷を軽減

することで、レスポンス能力の非

常に高い、スケーラブルなリアル

タイム・アプリケーションを実現

できます。 

Oracle TimesTen In-Memory Databaseは、加入者プロファイルへの迅速なアクセ
スやメッセージの作成に必要なリアルタイムのレスポンス能力およびスケー
ラビリティを提供します。さらに請求やプリペイド用アプリケーションにメッ
セージ課金情報をリアルタイムで供給するための機能を提供します。Oracle 
TimesTenにより、加入者のプリファレンス、デバイスの能力、位置情報および
使用パターンがリアルタイムで分析できるようになります。 

通信サービス・プロバイダは、ピーク時のメッセージの大量バーストに対処す
るため、簡単に拡張可能な、信頼できるメッセージング・アプリケーションを
必要としています。Oracle TimesTenは、複数のプラットフォーム間でデータを
簡単に共有できるように、レプリケーションおよびデータ・リカバリ用の多数
の組込み機能を提供しているため、データ損失のリスクを伴うことなく、垂直
方向にも水平方向にも拡張が可能です。 

メッセージング・ソリューションにおけるOracle TimesTen In-Memory 
Database 
Oracle TimesTen In-Memory Databaseが提供するリアルタイム・インフラストラ
クチャ・ソフトウェア上に、スケーラブルで信頼性の高いメッセージング・ア
プリケーションを構築することで、コンピューティング・リソースを最大化し、
メンテナンス費用を削減することができます。Oracle TimesTenが組み込まれた
メッセージング・アプリケーションでは、最繁時呼数（BHCA: Busy Hour Call 
Attempts）の飛躍的な増加が可能です。このようなアプリケーションを、需要
や使用パターンのピークに合わせて拡張することで、MMS、MIM、ビデオ・
メッセージング、および安全な企業IM用のアプリケーションの構築コストを削
減できます。通信サービス・プロバイダは、Oracle TimesTenの即時レスポンス
能力を活用することで、有料コンテンツによるリアルタイムのメッセージング
および柔軟性の高い課金オプションを実現できます。 
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